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凌
濛
初
編
『
合
評
選
詩
』
考
（
一
）（
［
附
］
『
合
評
選
詩
』
序
文
・
凡
例
・
付
録
翻
字
稿
）

川

島

優

子

は
じ
め
に

―
明
代
の
『
文
選
』
評
点
本
―

い
わ
ゆ
る
「
文
選
学
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
お
お
む
ね
、
唐
代
に

李
善
、
五
臣
が
注
を
付
け
て
盛
ん
に
な
る
も
、
宋
代
に
入
る
と
次

第
に
廃
れ
、
元
明
の
低
迷
期
を
経
て
、
清
代
に
再
興
す
る
、
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
「
文
選
学
」
の
低
迷
期
と
さ
れ
る
明

代
に
は
、
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

『
文
選
』
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
評
点
本
」

で
あ
る
。

小
尾
郊
一
氏
は
『
全
釈
漢
文
大
系

二
六
』
（
集
英
社
、
一
九
七

四
）
の
解
説
に
お
い
て
、
明
代
に
作
ら
れ
た
『
文
選
』
に
つ
い
て

十
三
の
テ
キ
ス
ト
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
［
１
］
。

明
代
に
な
る
と
選
学
は
ほ
と
ん
ど
廃
れ
、
見
る
べ
き
書
は
な

い
。
旧
来
の
注
を
集
め
た
り
、
評
点
を
施
し
た
り
す
る
に
す
ぎ

な
い
。
た
だ
、
六
朝
作
品
の
総
集
が
編
纂
さ
れ
る
気
運
と
あ
い

ま
っ
て
、
『
文
選
』
に
漏
れ
た
作
品
を
補
う
書
物
が
多
く
出
た
。

張
鳳
翼
『
文
選
纂
注
』
十
二
巻
、
林
兆
珂
『
選
詩
約
注
』
十

二
巻
、
凌
迪
知
『
文
選
錦
字
』
二
十
一
巻
、
陳
与
郊
『
文
選

章
句
』
二
十
八
巻
、
鄒
思
明
『
文
選
尤
』
十
四
巻
、
閔
斉
華

『
文
選
瀹
注
』
三
十
巻
、
凌
濛
初
『
合
評
選
詩
』
七
巻
、
胡

文
煥
『
新
刻
文
選
粋
語
』
二
巻
、
劉
節
『
広
文
選
』
六
十
巻
、

周
応
治
『
広
広
文
選
』
二
十
三
巻
、
張
溥
『
広
文
選
刪
』
十

二
巻
、
馬
継
銘
『
広
文
選
』
二
十
五
巻
、
胡
震
亨
『
続
文
選
』

十
四
巻

明
代
の
『
文
選
』
は
、「
旧
来
の
注
を
集
め
た
り
、
評
点
を
施
し
た

り
す
る
に
す
ぎ
」
ず
、「
見
る
べ
き
書
は
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し

こ
の
、「
旧
来
の
注
を
集
め
た
り
、
評
点
を
施
し
た
り
」
し
た
評
点

本
こ
そ
が
、
明
代
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
形
で
あ

り
、
明
代
の
人
々
は
、
こ
う
し
た
評
点
本
に
よ
っ
て
『
文
選
』
を

読
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
明
代
の
『
文

選
』
だ
が
、
近
年
、
よ
う
や
く
研
究
の
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

『
《
文
選
》
研
究
文
獻
輯
刊
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
三
）

に
は
、
宋
～
清
に
作
ら
れ
た
『
文
選
』
関
連
著
作
四
十
二
種
の
影

印
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
う
ち
『
文
選
纂
注
』『
文
選
刪
注
』『
合

評
選
詩
』『
文
選
尤
』
な
ど
八
種
が
明
代
の
著
作
で
あ
る
。
ま
た
趙
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俊
玲
『
《
文
選
》
評
点
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
一
三
）
は
、

各
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
文
選
』
の
評
点
本
を
丹
念
に
調
査
し
、

明
代
に
お
け
る
評
点
本
『
文
選
』
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
同
氏
主
編
の
『
文
選
彙
評
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
七
）
は
、

各
評
点
本
の
批
評
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
後
述
す
る

「
合
評
」
に
相
当
す
る
。

『
《
文
選
》
評
点
研
究
』
に
拠
れ
ば
、
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
文

選
』
の
評
点
本
の
う
ち
、
現
存
す
る
も
の
は
以
下
の
十
三
点
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
（

）
内
に
付
し
た
批
評
を
有
す
る
と
い
う
［
２
］
。
し
か

し
趙
氏
は
、
圏
点
の
有
無
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

⑴
⑶
⑹
⑻
⑼
⑾
⑿
に
つ
い
て
筆
者
が
改
め
て
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

一
部
に
補
足
（
あ
る
い
は
修
正
）
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
、［

］

に
よ
っ
て
記
し
た
（
通
し
番
号
は
筆
者
に
よ
る
）［
３
］
。

⑴
万
暦
十
年
（
一
五
八
二
）
余
碧
泉
輯
刻
『
文
選
纂
注
』
評
本
（
眉

批
）

⑵
万
暦
二
十
一
年
（
一
五
九
三
）
余
良
史
刻
翁
正
春
輯
評
『
精
摘

梁
昭
明
太
子
文
選
崇
正
編
』
（
眉
批
）

⑶
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
余
碧
泉
輯
刻
『
文
選
纂
注
評
苑
』

（
眉
批
）
［
圏
点
］

⑷
万
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
正
義
堂
刻
李
淳
評
『
選
文
選
』

（
眉
批
）

⑸
万
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
鄭
維
岳
増
補
、
李
光
縉
評
釈
『
鼎

雕
増
補
単
篇
評
釈
昭
明
文
選
』（
眉
批
、
総
評
）

⑹
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
惲
紹
龍
輯
刻
『
文
選
纂
注
評
林
』

（
眉
批
）

⑺
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
博
古
堂
刻
郭
正
域
評
『
新
刊
文
選

批
評
前
集
十
四
巻
後
集
十
三
巻
』
（
眉
批
）

⑻
明
末
凌
濛
初
輯
刻
『
合
評
選
詩
』
（
題
下
評
、
眉
批
、
傍
批
、
総

評
）［
圏
点
］

⑼
明
末
凌
森
美
輯
刻
『
選
賦
』
（
眉
批
、
総
評
）
［
傍
批
、
圏
点
］

⑽
明
末
閔
于
忱
輯
刻
『
文
選
後
集
』
（
眉
批
）

⑾
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
閔
斉
華
刻
孫
鑛
評
『
孫
月
峰
先
生
評

文
選
』（
眉
批
）［
圏
点
］

⑿
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
閔
斉
伋
刻
鄒
思
明
評
『
文
選
尤
』（
眉

批
、
総
評
）［
傍
批
、
圏
点
］

⒀
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
盧
之
頤
輯
刻

十
二
家
評
『
昭
明
文
選
』

本
（
眉
批
）

こ
の
う
ち
、
題
下
評
、
眉
批
、
傍
批
、
総
評
、
圏
点
と
、
評
の
形

式
が
最
も
多
彩
で
充
実
し
て
い
る
の
が
、
⑻
凌
濛
初
編
『
合
評
選

詩
』
で
あ
る
。

『
合
評
選
詩
』
は
、
朱
墨
二
色
刷
の
套
印
本
で
、「
補
亡
」
か
ら

「
雑
擬
」
ま
で
（
胡
刻
本
の
巻
十
九
～
巻
三
十
一
）
の
全
詩
を
採

録
し
、
歴
代
の
注
や
評
を
集
め
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
続
編
と
も

い
う
べ
き
凌
森
美
輯
刻
『
選
賦
』、
閔
于
忱
輯
刻
『
文
選
後
集
』
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
好
評
を
博
し

た
こ
と
が
窺
え
る
。

本
書
は
、
「
合
評
」
と
銘
打
つ
よ
う
に
、
凌
濛
初
が
古
今
の
様
々

な
評
を
集
め
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
身
が
批
評
を
加
え
た
も
の
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で
は
な
い
。
し
か
し
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
、

明
凌
濛
初
編
。
…
…
是
編
全
錄
『
文
選
』
諸
詩
、
而
雜
採
各

家
評
語
附
於
上
方
、
以
朱
墨
版
印
之
。
所
採
惟
鍾
、
譚
爲
多
、

圈
點
則
一
依
郭
正
域
本
、
其
宗
旨
可
以
槪
見
也
。

（
明
の
凌
濛
初
編
。
…
…
本
書
は
『
文
選
』
諸
詩
を
全
て
採

録
し
、
各
家
の
評
語
を
集
め
て
上
方
に
付
し
、
朱
墨
二
色
刷

り
し
た
も
の
で
あ
る
。
採
録
さ
れ
る
評
語
は
、
鍾
惺
、
譚
元

春
の
も
の
が
多
く
、
圏
点
は
郭
正
域
本
の
と
お
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
意
図
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。）

と
し
て
、
本
書
が
竟
陵
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
鍾
惺
、
譚
元
春
の

評
語
を
多
く
採
録
し
、
ま
た
郭
正
域
の
評
点
に
基
づ
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
凌
濛
初
の
「
宗
旨
（
文
学
観
あ
る
い
は
戦
略
）」
が
見
て

取
れ
る
、
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

凌
濛
初
と
い
え
ば
、「
二
拍
」
す
な
わ
ち
『
（
初
刻
）
拍
案
驚
奇
』

『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
、
い
く
つ
も
の
戯
曲

作
品
を
手
が
け
た
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
（
後
述
す
る
よ
う
に
）

数
多
く
の
書
物
の
出
版
に
携
わ
っ
た
、
出
版
界
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

の
一
人
で
も
あ
る
。
そ
の
凌
濛
初
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
合
評

選
詩
』
と
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
性
質
を
備
え
た
『
文
選
』

な
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
凌
濛
初
の
編
ん
だ
『
合
評
選
詩
』
に
全
面
的
な
考

察
を
加
え
る
こ
と
で
、
明
代
に
お
け
る
『
文
選
』
の
受
容
の
一
端

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
凌
濛
初
の
文
学
活
動
、
あ
る
い
は

文
学
観
に
も
迫
り
た
い
。
紙
幅
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
特
に
、
序

文
、
凡
例
お
よ
び
巻
頭
巻
末
の
付
録
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
。

一

凌
濛
初
に
つ
い
て

凌
濛
初
（
一
五
八
〇
～
一
六
四
四
）、
字
は
玄
房
、
号
は
初
成
、

即
空
観
主
人
。
浙
江
烏
程
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
あ
た
り
）
の

人
。
凌
氏
は
唐
以
来
の
名
族
で
あ
り
、
烏
程
の
名
家
で
あ
っ
た
と

い
う
。
父
の
凌
迪
知
は
嘉
靖
三
十
五
年
の
進
士
で
、
四
男
と
し
て

生
ま
れ
た
濛
初
も
（
濛
初
誕
生
の
時
点
で
長
兄
と
次
兄
は
す
で
に

他
界
）
、
十
二
歳
に
し
て
県
学
に
入
学
、
十
八
歳
で
廩
膳
生
と
な
り
、

将
来
を
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
つ
い
に
科
挙
に
合
格

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
崇
禎
七
年
、
五
十
五
歳
で
上
海
県
丞
を

授
か
る
と
、
国
の
た
め
民
の
た
め
に
志
を
貫
き
、
崇
禎
十
七
年
正

月
十
二
日
、
李
自
成
軍
の
包
囲
に
抵
抗
し
て
「
嘔
血
不
止
、
…
…

大
叫
『
無
傷
吾
百
姓
』
者
三
而
卒
（
吐
血
し
て
止
ま
ず
、
…
…
『
吾

が
民
を
傷
つ
く
る
こ
と
な
か
れ
』
と
何
度
も
叫
ん
で
果
て
た
）
」

と
い
う
［
４
］
。

荒
木
猛
「
凌
濛
初
の
家
系
と
そ
の
生
涯
」
（
『
文
化
』
第
四
十
四

号
、
一
九
八
〇
）
に
拠
れ
ば
、
凌
濛
初
の
人
生
は
三
期
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
い
、
第
二
期
に
当
た
る
万
暦
三
十
四
年
（
二

十
六
歳
）
頃
か
ら
任
官
す
る
崇
禎
六
年
（
五
十
四
歳
）
頃
ま
で
は
、

生
活
の
拠
点
を
南
京
に
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
述
と
そ
の
出
版
に

携
わ
り
な
が
ら
、
郷
試
に
挑
戦
し
続
け
た
時
期
だ
と
い
う
。
実
際
、

彼
が
手
が
け
た
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
の
小
引
に
は
、
『
（
初
刻
）
拍

案
驚
奇
』
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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丁
卯
之
秋
事
、
附
膚
落
毛
、
失
諸
正
鵠
、
遲
囘
白
門
、
偶
戲

取
古
今
所
聞
一
二
奇
局
可
紀
者
、
演
而
成
說
、
聊
舒
胸
中
磊

塊
。

（
丁
卯
〔
天
啓
七
年
＝
『
拍
案
驚
奇
』
刊
行
前
年
〕
の
秋
、

な
す
べ
き
こ
と
も
な
け
れ
ば
目
標
も
失
い
、
南
京
の
街
を
ぶ

ら
つ
い
て
は
、
戯
れ
に
古
今
の
珍
し
く
面
白
い
ネ
タ
を
も
っ

て
き
て
話
を
作
り
、
鬱
屈
し
た
気
持
ち
を
い
く
ぶ
ん
晴
ら
し

た
も
の
だ
っ
た
。）

「
附
膚
落
毛
」
「
失
諸
正
鵠
」
「
聊
舒
胸
中
磊
塊
」
と
い
っ
た
表
現

か
ら
は
、
当
時
の
凌
濛
初
が
落
第
に
よ
る
失
意
の
中
に
あ
っ
た
こ

と
、
そ
う
し
た
中
で
の
慰
み
と
し
て
『
（
初
刻
）
拍
案
驚
奇
』
を
編

ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。
任
官
後
は
職
務
に
専
念
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
も
、
彼
の
精
力
的
な
編
纂
、
出
版
活
動
の
背
景
に
は
、
度

重
な
る
受
験
の
失
敗
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
や
り
場
の
な
い
思
い

が
深
く
関
与
し
て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

以
下
、
凌
濛
初
が
出
版
に
携
わ
っ
た
書
物
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

表
野
和
江
「
明
末
呉
興
凌
氏
刻
書
活
動
考
―
凌
濛
初
と
出
版
―
」

（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
輯
、
一
九
九
八
）
は
、
凌
濛
初
が

出
版
に
関
わ
っ
た
書
と
し
て
、『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』『
明

呉
興
閔
版
書
目
』
『
中
国
善
本
書
提
要
』
『
明
代
版
刻
綜
録
』
に
著

録
さ
れ
る
①
～
㉗
を
、
ま
た
上
記
書
目
に
は
著
録
さ
れ
な
い
も
の

の
刊
刻
年
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
㉘
～
㉛
を
挙
げ
る
（
通
し
番
号

㉘
～
㉛
は
筆
者
に
よ
る
）
。

①
「
陶
靖
節
集
」
八
巻
附
一
巻

晋
・
陶
潜
撰
、
宋
・
湯
漢
箋

注
、
凌
濛
初
輯
評
有
跋
、
凌
南
栄
校

②
「
東
坡
書
伝
」
二
十
巻

宋
・
蘇
軾
撰
、
明
・
楊
慎
等
評
、

凌
濛
初
輯
評
有
序

③
「
維
摩
詰
所
説
教
」
十
四
巻
附
一
巻

有
凌
濛
初
賛

④
「
選
詩
」
七
巻

梁
・
蕭
統
輯
、
明
・
郭
正
域
批
点
、
凌
濛

初
輯
評
有
序
有
凡
例

⑤
「
虞
初
志
」
七
巻

明
・
袁
宏
道
評

⑥
「
蘇
老
泉
文
集
」
十
三
巻

宋
・
蘇
洵
撰

明
・
茅
坤
等
評
、

凌
濛
初
輯
有
序

⑦
「
李
長
吉
歌
詩
」
四
巻
外
一
巻

唐
・
李
賀
撰
、
宋
・
劉
辰

翁
評
、
有
凌
濛
初
跋

⑧
「
李
詩
選
」
五
巻

唐
・
李
白
撰
、
明
・
楊
慎
等
選
、
宋
・

劉
辰
翁
等
評
、
有
凌
濛
初
凡
例

⑨
「
蘇
長
公
小
品
」
四
巻

宋
・
蘇
軾
撰
、
明
・
王
納
諫
評

⑩
「
王
摩
詰
詩
集
」
七
巻

唐
。
王
維
撰
、
宋
・
劉
辰
翁
等
評
、

有
凌
濛
初
跋

⑪
「
琵
琶
記
」
四
巻

元
・
高
明
撰
、
凌
濛
初
評
校
有
凡
例

⑫
「
西
廂
記
」
五
巻
附
解
証

元
・
王
徳
信
等
撰
、
凌
濛
初
評

⑬
「
韋
蘇
州
集
」
十
巻
附
一
巻

唐
・
韋
応
物
撰
、
宋
・
劉
辰

翁
等
評

⑭
「
劉
辰
翁
批
点
三
唐
人
詩
集
」
十
四
巻

凌
濛
初
輯

⑮
「
孟
東
野
詩
集
」
十
巻

唐
・
孟
郊
撰
、
宋
・
劉
辰
翁
等
評
、
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有
凌
濛
初
跋

⑯
「
孟
浩
然
詩
集
」
二
巻

唐
・
孟
浩
然
撰
、
宋
・
劉
辰
翁
評
、

明
・
李
夢
陽
参
、
有
凌
濛
初
跋

⑰
「
詩
経
」
不
分
巻

明
・
鍾
惺
批
点
、
有
凌
濛
初
序

⑱
「
周
礼
訓
箋
」
二
十
巻

題
潜
斎
撰

⑲
「
世
説
新
語
」
八
巻

劉
宋
・
劉
義
慶
撰
、
梁
・
劉
孝
標
注
、

宋
・
劉
辰
翁
等
評

⑳
「
陶
韋
合
集
」
十
八
巻
附
二
巻

凌
濛
初
編
、
宋
・
劉
辰
翁

等
評

㉑
「
円
覚
経
」
二
巻

凌
濛
初
校

㉒
「
蘇
長
公
表
啓
」
五
巻

宋
・
蘇
軾
撰
、
凌
濛
初
評
選
有
序

㉓
「
李
于
鱗
唐
詩
広
選
」
七
巻

李
攀
龍
選
、
凌
瑞
森
等
輯
評
、

有
凌
濛
初
序

㉔
「
東
坡
禅
喜
集
」
十
四
巻

宋
・
蘇
軾
撰
、
明
・
馮
夢
禎
批

点
、
凌
濛
初
輯
増
有
跋

㉕
「
聖
門
伝
詩
嫡
塚
」
十
六
巻
附
一
巻

凌
濛
初
撰
輯
有
序
有

凡
例
、
凌
琛
等
校
訂

㉖
「
虬
髥
翁
」
一
巻
（
「
盛
明
雑
劇
二
集
三
十
巻
」
収
）
凌
濛
初

撰
、
沈
泰
編

㉗
「
二
刻
拍
案
驚
奇
」
四
十
巻
存
二
十
二
巻

凌
濛
初
撰
有
序

㉘
「
後
漢
書
纂
」
十
二
巻

凌
濛
初
纂
有
凡
例

㉙
「
詩
逆
」
不
分
巻
附
一
巻

凌
濛
初
輯
有
序
、
凌
瑞
森
等
参

訂

㉚
「
初
刻
拍
案
驚
奇
」
四
十
巻

凌
濛
初
撰

㉛
「
孔
門
両
弟
子
言
詩
翼
」
七
巻

凌
濛
初
輯
有
序
有
凡
例
、

凌
瀛
初
等
校
閲

こ
の
う
ち
、
「
①
～
㉕
が
朱
墨
二
色
を
主
と
す
る
「
套
印
本
」
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
本
文
に
批
評
や
圏
点
を
加
え
た
「
評
点
本
」

で
あ
る
こ
と
を
大
き
な
特
徴
と
し
て
い
る
」
と
い
う
。
凌
濛
初
は
、

『
合
評
選
詩
』
に
限
ら
ず
多
く
の
評
点
本
（
か
つ
套
印
本
）
の
刊

行
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
馮
保
善
『
凌
濛
初
研
究
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇

九
）
を
参
照
す
れ
ば
、
『
湖
州
府
志
』
『
烏
程
県
志
』
『
別
駕
初
成

公
墓
誌
銘
』
『
晟
舎
鎮
志
』
等
の
著
録
か
ら
、
凌
濛
初
の
著
述
と
し

て
さ
ら
に
以
下
の
作
品
も
加
え
ら
れ
る
（
馮
保
善
氏
の
調
査
に
拠

り
、
上
述
の
①
～
㉛
と
重
複
し
な
い
も
の
を
挙
げ
る
。
な
お
通
し

番
号
は
筆
者
に
よ
る
）［
５
］
。

㉜
「
詩
経
人
物
考
」

㉝
「
左
伝
合
鯖
」

㉞
「
倪
思
史
漢
異
同
補
評
」
三
十
二
巻

㉟
「
戦
国
策
概
」
四
巻

㊱
「
十
六
国
春
秋
刪
正
」

㊲
「
嬴
縢
三
札
」

㊳
「
蕩
櫛
後
録
」

㊴
「
分
校
世
説
新
語
鼓
吹
」

㊵
「
己
編
蠹
涎
」

㊶
「
燕
筑

」
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㊷
「
刪
定
宋
史
補
遺
」

㊸
「
鶏
講
齋
時
文
」

㊹
「
漁
磯
雑
咏
」

㊺
「
国
門
集
」
一
巻
、
「
国
門
乙
集
」
一
巻

㊻
「
紅
袖
曲
譜
」

㊼
「
南
音
三
籟
」

㊽
「
北
紅
払
」
雑
劇

㊾
「
驀
忽
姻
縁
」
雑
劇

㊿
「
宋
公
明
閙
元
宵
」
雑
劇

「
顛
倒
姻
縁
」
雑
劇

51
「
穴
地
報
仇
」
雑
劇

52
「
禰
正
平
」
雑
劇

53
「
劉
伯
倫
」
雑
劇

54
関
与
の
程
度
に
は
差
が
あ
る
も
の
の
、
凌
濛
初
が
実
に
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
に
お
よ
ぶ
書
物
の
著
述
、
編
集
、
出
版
に
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
凌
家
の
出
版
活
動
も
深
く
関
与
し
て
い
る
。

凌
氏
一
族
は
、
明
末
に
か
け
て
数
多
く
の
書
籍
を
刊
行
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
お
り
、
表
野
氏
（
前
掲
論
文
）
は
、
「
凌
氏
が
行
っ
た

の
は
…
…
商
業
出
版

―
所
謂
「
坊
刻
」
で
は
な
く
、
一
般
に
個
人

的
・
趣
味
的
と
目
さ
れ
る
「
家
刻
」
で
あ
っ
た
。
特
に
套
印
本
は

そ
の
美
し
さ
、
ま
た
一
書
を
刻
す
る
た
め
の
費
用
が
普
通
の
書
の

数
倍
す
る
こ
と
等
か
ら
一
種
美
術
品
の
如
く
珍
重
さ
れ
」
た
と
し

つ
つ
も
、「
こ
れ
ら
の
書
は
限
ら
れ
た
僅
か
な
人
々
の
欣
賞
の
た
め

に
の
み
刊
刻
さ
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
。
…
…
凌
氏

は
営
利
出
版
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
こ
で
主
に
刻
さ
れ
た
套
印

本
が
当
時
広
く
知
ら
れ
、
盛
ん
に
買
い
求
め
ら
れ
た
様
子
が
見
て

取
れ
る
」
と
す
る
。
彼
ら
は
い
わ
ば
金
に
糸
目
を
つ
け
な
い
高
級

品
を
次
々
と
生
み
出
し
、
そ
れ
が
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
も
合
致
し
た

結
果
、
一
種
の
「
ブ
ラ
ン
ド
」
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
実
際
に
濛
初
の
父
凌
迪
知
は
『
文
選
錦
字
録
』『
太
史
華
句
』

『
万
姓
統
譜
』
等
を
、
叔
父
の
凌
稚
隆
も
『
史
記
纂
』『
史
記
評
林
』

『
漢
書
評
林
』『
春
秋
左
伝
注
評
測
義
』
他
、
多
く
の
書
物
を
刊
行

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、『
湖
州
府
志
』
巻
七
十
五
に
拠
れ
ば
、
彼
ら

の
著
述
は
、「
傳
布
天
下
」「
其
言
膾
炙
人
口
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
従
兄
弟
の
凌
森
美
は
『
選
賦
』
に
、
凌
瀛
初
は
『
孔
門
両
弟

子
言
詩
翼
』
『
世
説
新
語
』
に
、
甥
の
凌
瑞
森
は
『
李
于
鱗
唐
詩
広

選
』
に
、
息
子
の
凌
琛
も
『
聖
門
伝
詩
嫡
塚
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
携

わ
っ
て
お
り
、『
合
評
選
詩
』
も
、
凌
濛
初
個
人
の
ス
タ
イ
ル
や
文

学
観
が
反
映
さ
れ
て
た
も
の
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
凌

氏
の
刻
書
活
動
の
中
で
誕
生
し
た
も
の
で
も
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず

念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二

序
文
お
よ
び
巻
頭
巻
末
の
付
録
に
つ
い
て

『
合
評
選
詩
』
は
全
七
巻
か
ら
成
り
、
第
一
巻
は
以
下
の
よ
う

に
構
成
さ
れ
る[

６]

。

（
一
）「
輯
諸
名
家
合
評
選
詩
序
」

（
二
）「
凡
例
」
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（
三
）「
批
評
選
詩
名
公
姓
氏
」

（
四
）「
詩
人
世
次
爵
里
」

（
五
）「
選
詩
目
録

第
一
巻
」

（
六
）「
選
詩
巻
一
」

（
七
）「
選
詩
巻
一
訂
註
」

ま
ず
冒
頭
に
（
一
）
凌
濛
初
の
序
が
置
か
れ
、（
二
）
凡
例
、（
三
）

評
者
の
一
覧
、（
四
）
詩
人
の
紹
介
、
と
続
く
。
次
に
（
五
）
目
次
、

（
六
）
本
文
、
が
置
か
れ
、
巻
末
に
は
（
七
）
訂
註
も
見
ら
れ
る
。

以
降
、
巻
二
か
ら
巻
七
ま
で
同
様
に
（
五
）（
六
）（
七
）
と
続
く
。

以
下
、
（
一
）
の
序
文
、
（
二
）
の
凡
例
、
な
ら
び
に
巻
首
の
付

録
（
三
）（
四
）
、
お
よ
び
各
巻
末
に
置
か
れ
る
（
七
）
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）「
輯
諸
名
家
合
評
選
詩
序
」
に
つ
い
て

凌
濛
初
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
序
で
は
、
冒
頭
に
厳
羽
の
『
滄
浪

詩
話
』
か
ら
「
詩
有
別
趣
、
非
關
理
也
（
詩
に
別
趣
あ
り
、
理
に

関
わ
る
に
非
ざ
る
な
り
）
」
、
な
ら
び
に
杜
甫
の
「
熟
精
文
選
理
（
熟

精
せ
よ
文
選
の
理
）
」（
宗
武
生
日
）
が
引
か
れ
、『
文
選
』
の
「
理
」

に
つ
い
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
凌
濛
初
は
、
杜
甫
や
李
白
の

名
句
も
そ
の
来
源
は
『
文
選
』
に
あ
り
、
彼
ら
が
『
文
選
』
に
精

通
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
詩
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を

指
摘
す
る
と
と
も
に
、
宋
人
の
こ
じ
つ
け
に
も
近
い
解
釈
に
異
を

唱
え
る
。

さ
ら
に
序
文
の
後
半
で
は
、
郭
正
域
の
評
点
本
が
世
間
に
流
通

す
る
一
方
、
そ
の
他
の
諸
家
の
注
や
批
評
は
、
誰
か
が
整
理
し
な

い
こ
と
に
は
い
ず
れ
散
逸
し
て
し
ま
う
と
し
、
本
書
の
編
纂
に
至

っ
た
と
い
う
。
本
書
を
読
め
ば
、「
恍
然
如
聆
諸
家
之
咳
唾
、
而
晤

言
一
室
也
（
ま
る
で
諸
家
の
一
言
一
句
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
る
か

の
よ
う
な
、
ま
た
同
室
で
語
り
合
う
か
の
よ
う
な
）」
効
果
が
得
ら

れ
る
と
し
、
そ
れ
ら
の
導
き
に
よ
っ
て
「
理
」
な
る
も
の
の
理
解

が
深
ま
る
と
す
る
。

以
上
、
序
文
か
ら
は
、
後
世
（
特
に
盛
唐
）
の
名
詩
は
『
文
選
』

あ
っ
て
こ
そ
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
正
し
い
理

解
の
た
め
に
は
、
宋
人
の
凝
り
固
ま
っ
た
解
釈
に
頼
っ
て
い
て
は

な
ら
な
い
こ
と
、
そ
こ
で
本
書
が
編
ま
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
編

纂
に
は
、
過
去
の
批
評
の
保
存
と
い
う
意
味
合
い
と
、
諸
家
の
講

義
を
ま
と
め
て
受
け
ら
れ
る
と
い
う
利
便
性
が
あ
る
こ
と
が
主
張

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）「
凡
例
」
に
つ
い
て

次
に
、
全
九
条
か
ら
成
る
凡
例
が
置
か
れ
る
。

第
一
条
で
は
、
本
書
を
（
通
行
の
詩
甲
～
詩
庚
の
分
類
に
は
従

わ
ず
）
七
巻
に
分
け
た
の
は
、
古
い
形
に
基
づ
い
た
た
め
だ
と
い

う
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

第
二
条
で
は
、『
文
選
』
に
お
い
て
は
詩
人
の
名
や
字
が
混
用
さ

れ
て
い
て
わ
か
り
に
く
い
（
し
か
も
そ
の
異
同
に
深
い
意
味
は
な

い
）
た
め
、
名
に
統
一
し
、
後
述
す
る
付
録
（
四
）「
詩
人
世
次
爵

里
」
を
巻
首
に
置
い
て
字
と
爵
里
を
詳
し
く
記
し
た
と
す
る
。

第
三
条
で
は
、
註
す
な
わ
ち
（
七
）「
訂
註
」
に
は
、
六
臣
注
の
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中
か
ら
簡
明
な
も
の
を
選
ん
で
節
録
し
た
こ
と
、
一
方
で
よ
く
知

ら
れ
る
故
事
な
ど
に
つ
い
て
は
採
録
し
て
い
な
い
こ
と
が
断
ら
れ

て
い
る
。

第
四
条
で
は
、
注
は
専
ら
出
来
事
や
典
故
に
関
す
る
こ
と
に
絞

り
、
作
者
の
意
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
採
録

し
な
い
と
す
る
。

第
五
条
で
は
、
贈
答
詩
の
類
に
つ
い
て
、
旧
本
で
は
答
前
贈
後

の
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
詩
人
の
年
齢
や
地
位
が
考
慮
さ

れ
た
た
め
だ
ろ
う
と
し
、
そ
れ
を
並
び
替
え
た
近
本
は
編
者
の
意

に
沿
わ
な
い
と
し
て
、
本
書
は
旧
本
の
配
列
に
拠
る
と
す
る
。

第
六
条
で
は
、
評
語
に
つ
い
て
は
各
家
の
著
述
の
中
か
ら
集
め

た
た
め
、
遺
漏
は
避
け
ら
れ
な
い
と
す
る
。
ま
た
劉
辰
翁
の
『
文

選
』
批
評
本
が
あ
る
と
聞
く
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
と
し
、
情
報

提
供
を
求
め
る
。
劉
辰
翁
の
批
評
に
つ
い
て
は
、
上
に
挙
げ
た
⑦

「
李
長
吉
歌
詩
」、
⑧
「
李
詩
選
」、
⑩
「
王
摩
詰
詩
集
」、
⑬
「
韋

蘇
州
集
」
、
⑭
「
劉
辰
翁
批
点
三
唐
人
詩
集
」
、
⑮
「
孟
東
野
詩
集
」
、

⑯
「
孟
浩
然
詩
集
」
、
⑲
「
世
説
新
語
」
、
⑳
「
陶
韋
合
集
」
が
い

ず
れ
も
劉
辰
翁
の
批
評
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え

る
よ
う
に
、
凌
濛
初
は
熱
心
に
収
集
、
刊
行
を
行
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
表
野
氏
（
前
掲
論
文
）
に
拠
れ
ば
、
当
時
劉
辰
翁
の
評

点
本
は
売
れ
た
の
だ
と
い
う
。
一
方
、
凌
濛
初
は
劉
辰
翁
を
高
く

評
価
す
る
李
東
陽
の
意
見
に
賛
同
し
て
も
お
り
、
「
劉
辰
翁
批
評
本

へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
決
し
て
「
利
を
射
」
る
た
め
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
。
本
条
で
も
、
劉
辰
翁

が
入
手
で
き
た
暁
に
は
追
加
し
た
い
と
、
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
に

じ
ま
せ
る
。

第
七
条
で
は
、
他
本
に
は
圏
点
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

本
書
は
郭
正
域
の
批
評
に
基
づ
く
こ
と
、
特
に
名
を
記
さ
な
い
批

評
、
ま
た
圏
点
は
全
て
郭
氏
に
拠
る
こ
と
を
記
す
。
郭
正
域
（
一

五
五
四
～
一
六
一
二
）、
字
は
美
命
、
号
は
明
龍
、
湖
広
江
夏
（
現

在
の
湖
北
省
武
昌
あ
た
り
）
の
人
。
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）

の
進
士
で
、
著
作
に
『
皇
明
典
礼
志
』
な
ど
が
あ
り
、
杜
詩
に
評

点
を
付
け
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
郭
正
域
の
評
点
本
に
つ
い
て

は
、
序
文
に
「
邇
來
、
郭
太
史
明
龍
所
操
觚
、
高
視
濶
步
（
近
ご

ろ
、
郭
太
史
明
龍
の
著
す
と
こ
ろ
は
、
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で

あ
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
な
人
気
を
博
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。『
合
評
選
詩
』
の
続
編
と
も
い
う
べ
き
⑼
『
選
賦
』

の
識
語
に
も
、「
江
夏
郭
明
龍
先
生
削
以
丹
鉛
、
加
之
品
騭
、
甕
牖

繩
樞
之
子
亦
得
側
辯
而
哦
矣
（
江
夏
の
郭
明
龍
先
生
は
丹
鉛
を
以

て
添
削
を
行
い
、
こ
れ
に
批
評
を
加
え
た
た
め
、
教
養
の
な
い
貧

し
い
家
の
子
で
も
吟
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
）」
と
、

郭
正
域
の
評
点
本
が
幅
広
い
層
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
条
で
は
郭
本
の
み
が
圏
点
を
有
し
て
い
る
こ

と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
凌
濛
初
が
圏
点
に
至
る
ま

で
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。

第
八
条
で
は
、
本
書
に
採
録
し
た
古
今
の
批
評
家
た
ち
に
つ
い

て
も
名
を
以
て
称
す
る
と
し
、
詩
人
に
つ
い
て
も
（
四
）「
詩
人
世

次
爵
里
」
に
よ
っ
て
す
で
に
字
号
は
示
し
て
い
る
た
め
、
再
掲
は

し
な
い
と
い
う
。

第
九
条
で
は
、
刻
詩
に
際
し
て
は
宋
本
に
従
っ
た
こ
と
、
李
善
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注
と
五
臣
注
で
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
傍
注
で
示
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
凡
例
で
は
、
本
書
が
、
あ
く
ま
で
古
い
ス
タ
イ
ル
、
古

い
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
つ
つ
（
第
一
条
、
第
五
条
、
第
九
条
）
、

李
善
お
よ
び
五
臣
の
注
を
セ
レ
ク
ト
し
て
採
録
し
た
こ
と
（
第
三

条
、
第
四
条
）
、
批
評
に
つ
い
て
は
郭
正
域
の
評
点
に
拠
り
つ
つ
（
第

七
条
）、
諸
評
者
の
批
評
に
つ
い
て
は
遺
漏
の
可
能
性
も
あ
る
と
す

る
（
第
六
条
）。
本
書
は
、
あ
く
ま
で
先
人
た
ち
の
批
評
や
注
を
集

め
た
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
編
集
の
過
程
で
凌
濛
初
の
取

捨
選
択
や
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
あ
ら
か
じ
め
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
劉
辰
翁
や
郭
正
域
と
い
っ
た
評
者
の
名
が
前
面
に
押
し

出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
（
第
六
条
、
第
七
条
）
、
凌
濛
初
が

読
者
の
需
要
を
踏
ま
え
て
い
る
様
子
も
窺
え
、
さ
ら
に
巻
首
に
附

録
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら

（
第
二
条
、
第
八
条
）、
他
書
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
指
摘
で
き
る
。

（
三
）「
批
評
選
詩
名
公
姓
氏
」
に
つ
い
て

続
く
「
批
評
選
詩
名
公
姓
氏
」
に
は
、
本
書
に
収
め
ら
れ
る
評

者
三
十
九
名
の
名
と
字
、
お
よ
び
五
臣
と
李
善
の
名
が
一
覧
と
し

て
提
示
さ
れ
、『
文
選
』
に
関
わ
る
各
時
代
の
様
々
な
言
説
が
本
書

に
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
十
九
名
の
批
評
の
出
処
に
つ
い
て
は
、
趙
俊
玲
『
《
文
選
》
評

点
研
究
』（
前
掲
）
が
そ
の
一
部
を
挙
げ
て
お
り
、
た
と
え
ば
劉
勰

に
つ
い
て
は
『
文
心
雕
龍
』
、
釈
皎
然
に
つ
い
て
は
『
詩
式
』
、
厳

羽
に
つ
い
て
は
『
滄
浪
詩
話
』
、
葛
立
方
に
つ
い
て
は
『
韻
語
陽
秋
』
、

王
世
貞
は
『
文
苑
卮
言
』
、
皇
甫
汸
は
『
解
頤
新
語
』
、
鍾
惺
・
譚

元
春
は
『
古
詩
帰
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

し
か
し
凌
濛
初
は
決
し
て
こ
れ
ら
に
収
め
ら
れ
る
批
評
を
忠
実

に
採
録
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
凡
例
で
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

凌
濛
初
は
そ
れ
ぞ
れ
の
批
評
の
中
か
ら
取
捨
選
択
を
行
い
、
文
言

も
適
宜
改
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
各
批
評
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
凌
濛
初
の
取
捨
選
択
に
は
ど
の
よ
う
な

傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
用

い
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
詳
し
く
論
じ

た
い
。

（
四
）「
詩
人
世
次
爵
里
」
に
つ
い
て

凡
例
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
た
の
が
「
詩
人
世
次
爵
里
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
戦
国
時
代
か
ら
漢
～
梁
と
、
時
代
を
追
っ
て

『
文
選
』
詩
人
の
紹
介
が
な
さ
れ
る
。

明
代
に
作
ら
れ
た
他
の
評
点
本
に
つ
い
て
、
筆
者
が
確
認
し
え

た
⑴
⑶
⑹
⑼
⑾
⑿
の
う
ち
、
人
物
の
注
が
付
け
ら
れ
る
⑴
⑶
⑹
⑾

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
胡
刻
本
と
同
様
に
詩
人
の
初
出
箇
所
に

の
み
注
が
付
け
ら
れ
、
二
首
目
以
降
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
人
物
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
た
い
場
合
は
初
出
箇
所
を
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
『
合
評
選
詩
』
で
は
、
巻
首
に
付

録
と
し
て
、
時
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
た
め
、
圧
倒
的
な
見
や

す
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
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人
物
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
他
書

の
も
の
は
李
善
注
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
が
、
『
合
評
選
詩
』
に

つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず
例
と
し
て
「
左
思
」
を
取
り

上
げ
、
李
善
注
、
⑻
『
合
評
選
詩
』
、
⑴
『
文
選
纂
注
』
、
⑶
『
文

選
纂
注
評
苑
』
、
⑹
『
文
選
纂
注
評
林
』
、
⑾
『
孫
月
峰
先
生
評
文

選
』
の
順
に
比
較
し
て
み
た
い
［
７
］
。

『
文
選
』
卷
四
「
三
都
賦
序
」
左
太
沖

李
善
注

臧
榮
緖
晉
書
曰
、
左
思
、
字
太
沖
、
齊
國
人
也
。
少
博
覽

文
史
、
欲
作
三
都
賦
、
乃
詣
著
作
郞
張
載
、
訪
岷
、
卭
之

事
。
遂
搆
思
十
稔
、
門
庭
藩
溷
、
皆
著
紙
筆
、
遇
得
一
句
、

卽
疏
之
。
徵
爲
祕
書
。
賦
成
、
張
華
見
而
咨
嗟
、
都
邑
豪

貴
、
競
相
傳
冩
。
三
都
者
、
劉
備
都
益
州
、
號
蜀
、
孫
權

都
建
業
、
號
吳
、
曹
操
都
鄴
、
號
魏
。
思
作
賦
時
、
吳
蜀

已
平
、
見
前
賢
文
之
是
非
、
故
作
斯
賦
以
辯
衆
惑
。

⑻
『
合
評
選
詩
』

字
太
冲
、
齊
國
臨
淄
人
。
少
博
覽
文
史
欲
作
三
都
賦
。
乃

諸
著
作
郞
張
載
、
訪
岷
邛
之
事
。
遂
搆
思
十
稔
、
門
庭
藩

溷
、
皆
著
紙
筆
、
遇
得
一
句
、
卽
疏
之
、
徵
爲
祕
書
郞
。

齊
王
冏
命
爲
記
室
、
辭
疾
不
就
。
以
疾
終
。

⑴
『
文
選
纂
注
』

思
、
字
太
冲
、
齊
國
臨
淄
人
也
。
少
博
覽
、
欲
作
三
都
賦
。

乃
諸
著
作
郞
、
訪
岷
邛
之
事
。
遂
搆
思
十
稔
、
門
庭
藩
溷
、

皆
著
紙
筆
、
遇
得
一
句
、
卽
疏
之
、
賦
成
。
張
華
見
而
咨

嗟
。
都
邑
豪
貴
競
相
傳
寫
。

⑶
『
文
選
纂
注
評
苑
』

字
太
冲
、
齊
國
臨
淄
人
。
博
覽
史
記
、
作
三
都
賦
。
乃
諸

著
作
郞
、
訪
岷
邛
之
事
。
遂
構
思
十
稔
、
門
庭
藩
溷
、
皆

著
紙
筆
、
遇
得
一
句
、
卽
疏
之
、
徵
爲
祕
書
、
賦
成
。
張

華
見
而
咨
嗟
。
都
邑
豪
貴
競
相
傳
寫
。

⑹
『
文
選
纂
注
評
林
』

思
、
字
太
冲
、
齊
國
臨
淄
人
也
。
少
博
覽
、
欲
作
三
都
賦
。

乃
諸
著
作
郞
、
訪
岷
邛
之
事
。
遂
搆
思
十
稔
、
門
庭
藩
溷
、

皆
著
紙
筆
、
遇
得
一
句
、
卽
疏
之
、
賦
成
。
張
華
見
而
咨

嗟
。
都
邑
豪
貴
競
相
傳
寫
。

⑾
『
孫
月
峰
先
生
評
文
選
』

字
太
冲
、
齊
國
人
。
少
博
覽
史
記
、
晉
時
徵
爲
祕
書
。

同
系
列
の
⑴
⑶
⑹
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
⑾
も
分
量
は
異
な

る
も
の
の
李
善
注
の
節
略
で
あ
る
。
一
方
、
⑻
『
合
評
選
詩
』
に

つ
い
て
は
、
李
善
注
に
は
な
い
文
言
が
見
ら
れ
、
単
純
に
李
善
注

の
要
約
と
は
見
な
し
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
に
挙
げ

る
「
潘
安
」
「
謝
霊
運
」
な
ど
は
、
李
善
注
と
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し

な
い
。『

文
選
』
巻
七
「
耕
籍
」
潘
安
仁

李
善
注

臧
榮
緖
晉
書
曰
、
潘
岳
、
字
安
仁
、
滎
陽
中
牟
人
。
總
角

辯
惠
、
摛
藻
淸
豔
、
鄉
邑
稱
爲
奇
童
。
弱
冠
辟
司
空
太
尉

府
、
舉
秀
才
、
髙
步
一
時
、
爲
衆
所
疾
。
然
藉
田
、
西
征

咸
有
舊
注
、
以
其
釋
文
膚
淺
、
引
證
疏
畧
、
故
竝
不
取
焉
。
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⑻
『
合
評
選
詩
』
潘
岳

字
安
仁
、
榮
陽
中
牟
人
。
美
姿
儀
少
、
以
才
頴
發
名
。
善

屬
文
、
淸
綺
絕
世
。
擧
秀
才
爲
郞
、
遷
河
陽
懷
仁
二
縣
令
、

累
遷
給
事
黃
門
侍
郞
。
素
與
孫
秀
有
隙
、
及
趙
王
倫
輔
政
、

秀
遂
誣
岳
與
石
崇
爲
亂
、
誅
之
。

『
文
選
』
巻
十
九
「
述
祖
徳
詩
二
首
」
謝
霊
運

李
善
注

沈
約
宋
書
曰
、
謝
靈
運
、
陳
郡
人
也
。
博
覽
羣
書
、
文
章

之
美
、
江
左
莫
逮
。
初
辟
琅
邪
王
大
司
馬
行
參
軍
、
後
爲

臨
川
郡
太
守
。
爲
有
司
所
糺
、
徙
封
廣
州
、
遂
令
趙
欽
等

要
合
鄉
里
健
兒
、
於
三
江
口
篡
取
謝
、
要
不
及
、
有
司
奏

依
法
收
罰
、
詔
於
廣
州
棄
市
刑
。

⑻
『
合
評
選
詩
』
謝
霊
運

陳
郡
人
、
移
籍
會
稽
。
晉
孝
武
時
、
襲
封
康
樂
公
。
及
宋

受
禪
、
降
爵
爲
侯
。
起
爲
散
騎
常
侍
、
轉
太
子
左
衞
率
。

武
帝
崩
、
出
爲
永
嘉
太
守
、
在
郡
辭
歸
始
寧
。
文
帝
登
祚
、

徵
爲
祕
書
監
。
遷
侍
中
、
未
幾
稱
疾
歸
會
稽
。
太
守
孟
覬

表
其
有
異
志
。
帝
惜
其
才
、
授
臨
川
内
史
、
復
爲
有
司
所

糺
。
徙
廣
州
、
尋
以
事
就
廣
州
棄
市
。

や
は
り
『
合
評
選
詩
』
は
李
善
注
に
拠
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
こ

と
が
確
認
で
き
る
。『
合
評
選
詩
』
の
「
詩
人
世
次
爵
里
」
に
基
づ

く
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
凌
濛
初
が
史
書
の
記
述
を
直

接
節
略
し
た
の
か
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
が
、「
世
次
爵
里
」

と
銘
打
つ
よ
う
に
、
詩
人
の
官
爵
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
見
ら

れ
、
さ
ら
に
は
そ
の
最
期
ま
で
が
記
さ
れ
る
点
が
他
書
と
は
異
な

る
。
詩
の
理
解
に
お
い
て
、
詩
人
の
生
涯
（
出
自
か
ら
最
期
ま
で
）

を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ

な
い
し
、
小
説
や
戯
曲
の
編
纂
に
も
関
わ
っ
た
凌
濛
初
な
ら
で
は

の
文
学
観
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず

措
く
。

以
上
、「
詩
人
世
次
爵
里
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
評
点
本
と
は
異

な
り
、
単
に
李
善
注
を
節
略
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
詩
人
の

官
爵
お
よ
び
そ
の
最
期
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
小

伝
の
要
素
を
多
分
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

こ
れ
を
付
録
と
し
て
独
立
さ
せ
、
別
途
巻
首
に
置
い
た
点
も
他
書

と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
、
凌
濛
初
が
意
識
的
に
他
書
と
の
差
別

化
を
図
っ
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
詩
人
世
次
爵
里
」

に
も
眉
批
が
付
さ
れ
て
お
り
（
主
に
鍾
嶸
の
『
詩
品
』
か
ら
引
用
）
、

本
文
と
は
別
立
て
に
す
る
こ
と
で
、
物
理
的
に
眉
批
の
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
七
）「
訂
註
」
に
つ
い
て

本
文
の
後
、
各
巻
末
に
は
「
訂
註
」
が
置
か
れ
、
各
詩
に
お
け

る
語
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
詩
題
の
み
挙
げ
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
比
較
的
多
く
の
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の

選
択
は
、
凡
例
の
第
四
条
で
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
凌
濛
初
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
各
語
注
に
つ
い
て
も
、

凡
例
の
第
三
条
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
李
善
注
、
あ
る
い
は
五

臣
注
の
一
部
が
抽
出
さ
れ
、
か
つ
節
略
、
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
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が
確
認
で
き
る
。
例
と
し
て
巻
一
所
収
「
潘
岳
関
中
詩
」
を
取
り

上
げ
る
。
傍
線
部
は
李
善
注
、
破
線
部
は
五
臣
注
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
ま
た
、（

）
は
非
引
用
箇
所
を
示
す
［
８
］
。

潘
岳
關
中
詩

晉
惠
帝
元
康
六
年
、
氐
賊
齊
萬
年
與
楊
茂
陷
【
「
陷
」
、
五
臣
注

作
「
於
」
】

關
中
（
反
亂
、
人
多
疲
敝
）
。
既
定
、
帝
命
諸
臣

作
「
關
中
詩
」
。
岳
「
上
詩
表
」
曰
、「
詔
臣
作
「
關
中
詩
」

輙
奉
竭
愚
、
作
詩
一
篇
。
」
案
『
漢
記
』
、
孝
明
時
、
「
䕶

羌
校
尉
竇
林
上
降
羌
顛
岸
、
以
爲
羌
豪
、
岸
兄
顛
吾
復
降
、

問
事
狀
、
林
對
前
後
兩
屈
、
坐
誣
誷
、
下
獄
死
。」
齊
萬
年

編
戶
隸
屬
、
爲
日
久
矣
、
而
死
生
異
辭
、
必
有
詭
謬
、
故

引
證
喻
、
以
懲
不
恪
也
。

ま
ず
「
潘
岳
関
中
詩
」
に
つ
い
て
、
五
臣
注
と
李
善
注
を
合
わ
せ

た
形
で
注
が
付
け
ら
れ
る
。

次
に
詩
語
に
注
が
付
さ
れ
る
が
、
「
関
中
詩
」
で
い
え
ば
、
「
三

祖
」「
延
我
寶
庫
」「
嶽
牧
慮
殊
威
懷
理
二
」
「
趙
王
」
「
梁
征
」
「
好

畤
」「
夏
侯
卿
士
」「
維
系
維
處
」「
周
徇
」「
盧
播
違
命
」「
上
谷
」

「
中
亭
」「
以
萬
爲
一
」「
我
未
之
必
」「
虛
皛
湳
德
繆
彰
甲
吉
」「
雍
」

「
陳
汧
」
「
萬
端
」
「
紛
紜
齊
萬
」
「
曰
納
其
降
曰
梟
其
首
」
「
疇
眞

孰
僞
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
人
名
、
地
名
、
出
来
事
、
典

故
に
関
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
こ
ち
ら
も
、
以
下
の
よ
う

に
五
臣
注
、
李
善
注
が
適
宜
節
略
さ
れ
つ
つ
引
用
さ
れ
る
。

「
三
祖
」

（
三
祖
、
）
宣
（
帝
號
）
髙
祖
、
文
（
帝
號
）
太
祖
、
武
（
帝

號
）
世
祖
。

「
延
我
寶
庫
」

（
寶
庫
、
武
庫
也
。）
惠
帝
延
康
五
年
、
武
庫
火
。

「
嶽
牧
慮
殊
威
懷
理
二
」

嶽
牧
、
謂
梁
王
、
解
系
也
。
（
慮
殊
、
謂
）
梁
王
欲
戰
以

威
服
、
解
系
欲
守
以
懷
撫
。
（
故
云
理
二
。）

「
上
谷
」

孟
觀
封
上
谷
郡
公
、（
時
天
子
見
諸
將
敗
、
乃
）
拜
（
觀
）

爲
建
威
將
軍
、
（
令
速
往
）
擊
（
氐
）
羌
（
也
）。

「
以
萬
爲
一
」

言
有
司
疑
觀
之
詐
、
故
觀
言
誅
萬
、
有
司
以
之
爲
一
。

「
我
未
之
必
」

（
…
…
我
未
以
爲
必
然
、）
疑
有
司
抑
之
太
甚
也
。

「
疇
眞
（
可
掩
）
孰
僞
」

（
疇
、
誰
也
。
孟
）
觀
功
眞
（
不
可
掩
、
夏
侯
）
駿
功
僞

（
亦
不
可
久
。）

以
上
、
各
巻
末
の
訂
註
は
、
凌
濛
初
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
詩

語
に
つ
い
て
、
李
善
注
お
よ
び
五
臣
注
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
要

約
し
た
り
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
凌
濛
初
編
『
合
評
選
詩
』
に
つ
い
て
、
序
文
、
凡
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例
、
お
よ
び
巻
頭
巻
末
の
付
録
を
中
心
に
考
察
を
加
え
た
。
明
末

以
降
に
刊
行
さ
れ
た
通
俗
小
説
の
多
く
が
批
評
を
伴
う
も
の
で
あ

る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
代
に

は
、
通
俗
小
説
に
限
ら
ず
、
詩
集
や
史
書
、
経
書
に
至
る
ま
で
、

数
多
く
の
評
点
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
［
９
］
。

『
合
評
選
詩
』
も
当
時
多
く
作
ら
れ
た
『
文
選
』
の
評
点
本
の

ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
多
色
刷
り
で
あ
る
こ
と
や
、
題
下
評
、

眉
批
、
傍
批
、
総
評
、
圏
点
な
ど
評
点
の
形
式
が
格
段
に
充
実
し

て
い
る
点
が
、
他
書
と
は
一
線
を
画
す
。「
合
評
」
と
銘
打
た
れ
る

よ
う
に
、「
批
評
」
の
見
せ
方
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
読
者
の
便
宜
を
図
っ
て
付
録
を
充
実
さ
せ
た
点
も
売

り
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、（
四
）「
詩
人
世
次
爵
里
」
や
（
七
）

「
訂
註
」
は
、
李
善
注
や
五
臣
注
、
あ
る
い
は
史
書
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
と
し
て
、
手
っ
取
り
早
く
『
文
選
』
に
関
す
る
知
識
を
得

る
上
で
た
い
へ
ん
便
利
で
あ
る
。

で
は
本
書
は
ど
う
い
う
読
者
層
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
も
の
な

の
か
。
趙
俊
玲
『
《
文
選
》
評
点
研
究
』
（
前
掲
）
、
王
小
婷
『
清

代
《
文
選
》
学
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
等
は
、

科
挙
の
試
験
と
『
文
選
』
の
習
得
は
切
り
離
せ
な
い
と
し
、
評
点

本
も
科
挙
対
策
と
し
て
作
ら
れ
、
発
展
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た

表
野
和
江
「
明
末
呉
興
凌
氏
刻
書
活
動
考
―
凌
濛
初
と
出
版
―
」

（
前
掲
）
も
、
凌
濛
初
と
並
ぶ
呉
興
の
刻
書
家
閔
齊
伋
が
、
受
験

生
を
意
識
し
た
刻
書
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
注
釈

を
付
け
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
評
点
本
が
色
分
け
さ
れ
て
更

に
見
易
く
な
」
っ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
套
印
の
評
点
本
が
、
受
験

生
、
と
く
に
初
学
者
に
う
っ
て
つ
け
だ
っ
た
と
す
る
。

『
合
評
選
詩
』
も
、
凡
例
や
付
録
か
ら
は
、『
文
選
』
に
精
通
し

た
文
人
で
は
な
く
、
同
様
の
読
者
層
を
想
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
序
文
に
見
ら
れ
た
よ

う
な
詩
の
解
釈
を
巡
る
問
題
、
李
善
注
に
基
づ
か
な
い
人
物
の
小

伝
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
も
指
摘
さ
れ
る
批
評
の
取
捨
選
択

の
偏
り
か
ら
は
、
本
書
が
単
に
『
文
選
』
の
参
考
書
と
し
て
作
ら

れ
た
と
は
考
え
に
く
い
面
も
あ
る
。

本
書
に
収
め
ら
れ
る
批
評
は
、『
文
選
』
を
め
ぐ
る
過
去
の
膨
大

な
言
説
の
中
か
ら
、
ま
さ
に
凌
濛
初
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
か
っ
た

も
の
だ
け
が
選
び
取
ら
れ
、
配
置
さ
れ
て
い
る
。
凌
濛
初
は
『
文

選
』
を
ど
う
読
み
、
ま
た
ど
う
読
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
か
。
次
稿

で
は
、
詩
の
批
評
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
た
い
。

注
［
１
］
小
尾
氏
の
挙
げ
る
書
物
に
つ
い
て
は
、
「
お
お
む
ね
駱
鴻
凱
『
文
選

学
』
に
よ
り
、
必
要
の
も
の
を
挙
げ
、
多
少
の
補
説
を
し
た
も
の
」
と

い
う
。
駱
鴻
凱
『
文
選
学
』
（
『
中
華
書
局
』
一
九
三
七
）
に
拠
れ
ば
、

明
代
の
『
文
選
』
関
連
の
著
作
は
「
注
釈
類
」「
評
点
類
」「
選
藻
類
」

の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
と
い
い
、
「
評
点
類
」
と
し
て
、
閔
斉
華
『
文

選
瀹
注
』
三
十
巻
、
鄒
思
明
『
文
選
尤
』
十
四
巻
、
凌
濛
初
『
合
評
選

詩
』
七
巻
を
挙
げ
る
。

［
２
］
趙
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
手
評
本
も
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
本
明
清
時
代
に
評
点
が
付
け
ら
れ
た
も
の
と

し
て
、
同
書
に
は
三
十
五
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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［
３
］
同
書
に
拠
れ
ば
、
趙
氏
が
調
査
し
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
上
海
図
書
館
蔵
『
文
選
纂
注
』

⑵
湖
南
省
図
書
館
蔵
『
精
摘
梁
昭
明
太
子
文
選
崇
正
編
』

⑶
北
京
大
学
図
書
館
蔵
『
文
選
纂
注
評
苑
』

⑷
精
華
大
学
図
書
館
蔵
『
選
文
選
』

⑸
無
錫
市
図
書
館
『
鼎
雕
増
補
単
篇
評
釈
昭
明
文
選
』

⑹
復
旦
大
学
図
書
館
蔵
『
文
選
纂
注
評
林
』

⑺
上
海
図
書
館
蔵
『
新
刊
文
選
批
評
前
集
十
四
巻
後
集
十
三
巻
』

⑻
国
家
図
書
館
蔵
『
合
評
選
詩
』

⑼
上
海
図
書
館
蔵
『
選
賦
』

⑽
中
国
人
民
大
学
図
書
館
蔵
『
文
選
後
集
』

⑾
北
京
大
学
図
書
館
蔵
『
文
選
瀹
注
』

⑿
上
海
図
書
館
蔵
『
文
選
尤
』

⒀
上
海
図
書
館
蔵
『
昭
明
文
選
』

ま
た
、
筆
者
が
確
認
し
え
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

⑴
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
文
選
纂
註
』

（
請
求
番
号
：
「
ヘ1

6
0
09
6
0

」）
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

⑶
国
立
公
文
書
館
蔵
『
文
選
纂
註
評
苑
』

（
請
求
番
号
：3

6
1-
0
04
5

）
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

⑹
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
文
選
纂
註
評
林
』

（
請
求
番
号
：
「
ヘ16

0
12
6
7

」
お
よ
び
「
ヘ1

6
0
1
19
8

」）
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

⑻
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵
『
選
詩
』

（H
O

LLIS
num

ber

：990077754100203941

）H
arvard-Y

enching
Library

Chinese
Rare

Books
D

igitization
Project-Collected

W
orks

⑼
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵
『
選
賦
』

（H
O

LLIS
num

ber

：990077794400203941

）H
arvard-Y

enching
Library

Chinese
Rare

Books
D

igitization
Project-Collected

W
orks

⑾
『
《
文
選
》
研
究
文
獻
輯
刊
』
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一

三
）
第
十
四
～
十
八
冊
所
収
『
孫
月
峰
先
生
評
文
選
』

⑿
『
《
文
選
》
研
究
文
獻
輯
刊
』
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一

三
）
第
二
十
九
～
三
十
冊
所
収
『
文
選
尤
』

［
４
］
「
別
駕
初
成
公
墓
誌
銘
」
に
よ
る
。
凌
濛
初
に
つ
い
て
は
、
荒
木
猛

「
凌
濛
初
の
家
系
と
そ
の
生
涯
」（
『
文
化
』
第
四
十
四
号
、
一
九
八
〇
）
、

馮
保
善
『
凌
濛
初
研
究
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
等
も
参

照
し
た
。

［
５
］
馮
保
善
『
凌
濛
初
研
究
』（
前
掲
）
に
拠
れ
ば
、『
四
庫
全
書
総
目
』

等
の
記
述
か
ら
「
核
札
」
な
る
雑
組
筆
記
の
書
も
凌
濛
初
の
手
に
な
る

も
の
と
さ
れ
る
が
、
現
存
は
し
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
こ
で
は
取
り
上

げ
な
い
。

［
６
］
『
合
評
選
詩
』
は
、
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
（
斉
魯
書
社
、
一
九
九

五
～
一
九
九
七
）
や
『
《
文
選
》
研
究
文
献
輯
刊
』（
国
家
図
書
館
出
版

社
、
二
〇
一
三
）
に
も
影
印
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
モ
ノ

ク
ロ
で
、
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
所
収
の
も
の
に
は
眉
批
も
見
ら
れ

な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
カ
ラ
ー
版
（
朱
墨
二
色
刷
り
）

が
公
開
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
し
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て
用
い
る
。
な
お
、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
お
よ
び
『
《
文
選
》
研
究

文
献
輯
刊
』
所
収
の
『
合
評
選
詩
』
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
に
巻
一
～

巻
七
の
目
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

［
７
］
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
注
［
３
］
に
同
じ
。

［
８
］
（

）
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
「
非
引
用
箇
所
」
と
し
た
が
、
凌
濛

初
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
の
問
題
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

［
９
］
明
代
の
批
評
、
評
点
本
に
つ
い
て
は
、
周
勛
初
『
中
国
古
典
文
学

批
評
小
史
』
（
長
江
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
一
。
の
ち
高
津
孝
訳
『
中

国
古
典
文
学
批
評
史
』
〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
〉
）
、
王
運
熙
・
顧
易

生
主
編
『
中
国
文
学
批
評
通
史
―
明
代
巻
』（
新
華
書
店
、
一
九
九
六
）
、

譚
帆
『
中
国
小
説
評
点
研
究
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）

等
に
詳
し
い
。
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［
附
］
『
合
評
選
詩
』
序
文
・
凡
例
・
付
録
翻
字
稿

は
し
が
き

本
稿
は
、
明
末
の
凌
濛
初
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
合
評
選
詩
』

の
冒
頭
に
付
さ
れ
る
（
一
）「
輯
諸
名
家
合
評
選
詩
序
」
、（
二
）「
凡

例
」
、
（
三
）
「
批
評
選
詩
名
公
姓
氏
」
、
（
四
）
「
詩
人
世
次
爵
里
」

を
翻
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
底
本
と
し
て
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

燕
京
図
書
館
蔵
本
（H

O
LLIS

num
ber

：990077754100203941

、

H
arvard-Y

enching
Library

Chinese
Rare

Books
D

igitization
Project-Collected

W
orks

）
を
用
い
る
。

（
一
）「
輯
諸
名
家
合
評
選
詩
序
」
に
つ
い
て
は
、
趙
俊
玲
主
編

『
文
選
彙
評
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
七
）
で
も
翻
字
さ
れ
て
い

る
が
、
二
十
三
箇
所
に
□
（
判
別
不
能
な
文
字
）
が
見
ら
れ
る
。

趙
氏
は
上
海
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
し
、
凡
例
に
は
「
校
勘
す
べ

き
他
本
が
存
在
し
な
い
た
め
、
□
で
示
す
」
と
あ
る
が
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵
、
お
よ
び
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
（
斉

魯
書
社
、
一
九
九
五
～
一
九
九
七
）
、『
《
文
選
》
研
究
文
献
輯
刊
』

（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
所
収
の
『
合
評
選
詩
』
で

は
、
少
な
く
と
も
版
本
の
状
態
に
よ
っ
て
判
別
で
き
な
い
文
字
は

見
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
底
本
に
基
づ
い
て
こ
の
二
十
三
字
に

つ
い
て
も
翻
字
を
行
っ
た
。
ま
た
そ
の
他
の
文
字
お
よ
び
断
句
に

つ
い
て
も
『
文
選
彙
評
』
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

ま
た
、『
文
選
彙
評
』
で
は
、
上
海
図
書
館
蔵
『
合
評
選
詩
』
は

巻
末
に
凌
森
美
の
識
語
を
有
す
る
と
し
、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』

も
同
様
に
巻
末
に
凌
森
美
の
識
語
を
掲
載
す
る
。
し
か
し
『
《
文
選
》

研
究
文
献
輯
刊
』
お
よ
び
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵
本
に

は
、
『
合
評
選
詩
』
巻
末
に
識
語
は
見
ら
れ
ず
、
同
識
語
は
凌
森
美

編
『
選
賦
』
巻
首
に
置
か
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
、
本
識
語
は
『
選

賦
』
に
付
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
た
め
、

本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

（
一
）
輯
諸
名
家
合
評
選
詩
序

嚴
滄
浪
曰
、
詩
有
別
趣
、
非
關
理
也
。
乃
杜
少
陵
諭
兒
詩
、
則

曰
「
熟
精
文
選
理
」。
昭
明
選
詩
、
漢
魏
莽
蒼
、
古
道
猶
存
、
晉
宋

之
交
、
聲
色
月
露
矣
。
少
陵
不
云
精
其
詞
其
音
、
而
獨
云
理
、
少

陵
之
所
得
于
選
者
深
乎
。
夫
理
者
、
格
調
、
情
文
、
頓
接
、
開
收
、

有
道
存
焉
、
庖
丁
理
解
之
理
、
非
宋
人
理
學
之
理
也
。
李
靑
蓮
「
靑

山
欲
銜
半
邊
日
」
、
杜
少
陵
「
四
更
山
吐
月
」
、
皆
卷
中
不
多
得
之

奇
、
而
康
樂
「
遠
峰
隱
半
規
」
實
倡
之
。
諸
如
此
類
、
不
可
枚
擧
。

豈
非
藍
可
出
靑
、
丹
可
化
金
、
而
熟
其
理
之
明
驗
哉
。
獨
怪
宋
人

談
詩
、
凡
卽
景
詠
物
、
無
一
不
謂
托
諷
君
臣
、
治
亂
、
賢
佞
、
紛

々
傅
會
、
令
人
肌
粟
。
然
亦
濫
觴
于
休
文
、
延
年
之
訓
詠
懷
、
五

臣
襲
而
衍
之
。
流
至
宋
人
、
遂
爲
錮
疾
不
可
解
、
而
詩
道
遂
墮
一

大
塵
劫
矣
。
言
選
詩
者
、
當
按
選
于
理
、
徵
理
于
選
、
可
以
直
指
、

可
以
微
言
。
要
之
、
與
滄
浪
之
所
謂
趣
、
非
一
非
二
、
勿
誤
認
字
。

義
作
彼
道
、
見
以
上
負
少
陵
也
。
上
不
如
千
年
之
選
詩
者
不
一
、

大
都
印
義
詮
微
、
互
有
證
發
。
邇
來
、
郭
太
史
明
龍
所
操
觚
、
高

視
濶
步
、
得
至
大
端
。
郭
有
顓
本
行
世
、
而
諸
家
之
言
僅
散
見
于
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殘
管
蝕
帙
中
、
無
彙
而
輯
之
者
。
余
感
少
陵
語
、
沈
湎
濡
首
、
雖

固
陋
未
及
、
備
蒐
一
臠
之
嘗
、
竊
有
取
焉
。
後
之
君
子
、
以
此
尋

繹
楊
扢
、
恍
然
如
聆
諸
家
之
咳
唾
、
而
晤
言
一
室
也
。
其
於
所
謂

理
思
過
半
矣
。

吳
興
凌
濛
初
撰
幷
書

（
二
）
凡
例

一

文
選
本
詩
甲
詩
乙
至
詩
庚
而
止
。
止
于
庚
意
不
可
曉
、
殆
偶

以
干
紀
、
卷
僅
得
七
而
遂
止
耳
。
今
仍
其
舊
分
爲
七
卷
、
而

去
其
甲
乙
之
說
。

一

詩
人
文
選
、
或
書
其
名
或
書
其
字
、
其
異
同
無
謂
。
今
盡
易

以
名
而
字
及
爵
里
別
詳
卷
首
。

一

註
從
六
臣
中
取
其
簡
明
者
、
節
錄
之
、
取
可
解
而
止
、
不
多

援
。
故
實
句
證
以
爲
博
至
有
、
雖
係
往
事
、
人
人
通
曉
（
如

和
璧
隋
珠
之
類
）
不
錄
。

一

詩
有
隱
躍
寄
托
可
以
意
會
、
注
必
專
指
其
爲
某
事
某
故
、
恐

失
作
者
之
意
、
不
錄
。

一

贈
答
之
類
、
舊
本
有
答
前
贈
後
者
、
此
蓋
因
其
人
品
地
年
位

而
班
次
之
耳
。
近
本
咸
取
而
紊
之
、
非
編
者
之
意
矣
。
今
悉

因
舊
本
。

一

評
語
倶
裒
集
各
家
簡
編
中
者
、
故
不
能
無
漏
。
劉
會
孟
聞
有

顓
本
而
無
從
蒐
獲
爲
恨
。
倘
藏
書
家
肯
以
見
遺
、
他
日
不
妨

更
載
入
以
爲
全
美
。

一

圈
點
諸
家
無
本
、
止
郭
明
龍
有
批
評
文
選
本
。
今
悉
依
其
筆
、

前
行
已
列
其
名
後
凡
郭
批
倶
不
載
名
氏
。

一

古
今
諸
評
詩
家
、
倶
以
名
稱
以
作
詩
者
、
既
載
其
名
、
不
敢

復
錄
字
號
以
輕
諸
君
子
也
。
其
偶
失
査
名
者
一
二
家
、
姑
用

字
云
。

一

刻
詩
悉
依
宋
雕
本
、
故
有
從
善
、
而
與
五
臣
異
者
、
有
從
五

臣
、
而
與
善
異
者
、
今
倶
明
註
其
傍
。

（
三
）
批
評
選
詩
名
公
姓
氏

沈
約

休
文

謝
靈
運

鍾
嶸

劉
勰

駱
賓
王

李
白

太
白

王
昌
齡

少
伯

元
稹

微
之

釋
皎
然

淸
晝

王
安
石

介
甫

蘇
軾

子
瞻

韓
駒

子
蒼

劉
辰
翁

會
孟

敖
陶
孫

器
之

宋
祁

子
京

眞
德
秀

西
山

葉
夢
得

少
蘊

朱
熹

元
晦

嚴
羽

儀
卿
卽
滄
浪

葛
立
方

常
之

范
晞
文

景
文

羅
大
經

景
綸

魏
慶
之

淳
父

蔡

寬
夫

蔡

敬
夫

祁
寬

魯
郊

李
東
陽

賓
之

徐
楨
卿

昌
國

楊
愼

用
修

何
景
明

大
復

何
良
俊

元
朗
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王
世
貞

元
美

王
世
懋

敬
美

皇
甫
汸

子
循

田
藝
衡

子
藝

郭
正
域

明
龍

鍾
惺

伯
敬

譚
元
春

友
夏

註
選
詩
六
臣
姓
氏

其
語
係
評
詩
者
亦
採
錄
上
方

呂
延
濟

劉
良

張
詵

李
周
翰

呂
向

已
上
是
爲
五
臣

李
善

（
四
）
詩
人
世
次
爵
里

戰
國荊

軻衞
人
爲
燕
太
子
丹
刺
秦
王
、
不
克
而
誅
於
秦
。

漢
漢
高
祖

姓
劉
氏
、
諱
邦
、
字
季
、
沛
豐
邑
中
陽
里
人
。
項
羽
封
爲
漢

王
、
後
平
羽
、
立
爲
天
子
。
諡
曰
高
皇
帝
、
爲
漢
之
高
祖
。

韋
孟魯

國
鄒
人
、
家
本
彭
城
。
爲
楚
元
王
傅
、
以
直
諫
去
位
。
徒

家
於
鄒
、
尋
卒
。

李
陵字

少
卿
、
廣
之
孫
、
爲
騎
都
尉
。
武
帝
天
漢
中
、
將
步
卒
五

千
擊
匈
奴
、
轉
鬪
矢
盡
、
遂
降
虜
。
單
于
以
女
妻
之
、
立
爲

右
校
王
。
于
漠
北
築
望
鄕
臺
、
在
匈
奴
二
十
餘
年
。
竟
卒
。

蘇
武字

子
卿
、
京
兆
人
。
武
帝
天
漢
二
年
、
以
中
郞
將
使
匈
奴
。

不
屈
節
、
齧
雪
餐
氊
、
留
虜
中
十
九
年
。
會
昭
帝
與
匈
奴
和

親
、
得
歸
漢
、
拜
爲
典
屬
國
。
宣
帝
神
爵
二
年
卒
。

班
婕
妤

左
曹
越
騎
校
尉
沈
之
女
、
彪
之
姑
。
少
有
才
學
、
成
帝
選
入

宮
、
由
小
使
俄
爲
婕
妤
、
大
幸
。
後
趙
飛
燕
讃
之
、
寵
遂
衰
。

張
衡字

平
子
、
南
陽
西
鄂
人
。
安
帝
時
、
徵
拜
爲
郞
中
、
再
遷
大

史
令
。
順
帝
陽
嘉
中
、
遷
侍
中
、
遭
讒
、
出
爲
河
閒
王
相
、

後
徵
拜
尙
書
。
卒
。

魏
武
帝姓

曹
氏
、
諱
操
、
字
孟
德
、
沛
國
樵
人
。
機
警
有
權
數
而
任

侠
、
擧
孝
廉
爲
郞
。
歷
位
丞
相
、
封
魏
王
從
軍
三
十
餘
年
、

手
不
釋
卷
。
後
其
子
丕
代
漢
追
、
諡
曰
武
皇
帝
。

文
帝諱

丕
、
字
子
桓
、
武
帝
長
子
。
八
歲
能
屬
文
。
建
安
十
六
年
、

爲
五
官
中
郞
將
、
二
十
二
年
、
立
爲
魏
太
子
。
武
帝
薨
、
嗣

位
爲
丞
相
魏
王
。
尋
受
漢
禪
、
遂
卽
帝
位
。

陳
思
王
植

字
子
建
、
魏
文
同
母
弟
也
。
封
平
原
侯
、
尋
徒
臨
菑
。
文
帝

卽
位
、
命
諸
侯
皆
就
國
。
黃
初
二
年
、
貶
安
鄕
侯
。
明
帝
太

和
元
年
、
徙
東
阿
。
六
年
、
加
封
陳
王
、
薨
。
年
四
十
一
、

諡
曰
思
。
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王
粲字

仲
宣
、
山
陽
高
平
人
、
有
異
才
。
獻
帝
西
遷
、
因
徙
居
長

安
。
後
之
荊
州
、
依
劉
表
。
表
卒
、
魏
武
辟
爲
丞
相
掾
、
賜

爵
關
内
侯
、
拜
侍
中
。
建
安
二
十
二
年
卒
。

劉
楨字

公
幹
、
東
平
人
。
魏
武
辟
爲
丞
相
椽
屬
。
太
子
常
宴
諸
文

學
、
酒
酣
、
命
夫
人
甄
氏
出
拜
、
座
中
咸
伏
、
楨
獨
平
視
。

魏
武
聞
之
、
乃
收
治
罪
、
減
死
輸
作
署
吏
。
建
安
二
十
二
年

卒
。

應
瑒字

德
璉
、
汝
南
人
、
漢
泰
山
守
劭
之
從
子
。
魏
武
辟
爲
丞
相

掾
屬
。
轉
平
原
侯
庶
子
、
後
爲
五
官
中
郞
將
文
學
。
建
安
二

十
二
年
卒
。

應
璩字

休
璉
、
瑒
之
弟
。
博
學
好
屬
文
。
明
帝
時
、
官
散
騎
常
侍
、

齊
王
卽
位
、
稍
遷
侍
中
。
後
典
著
作
、
嘉
平
四
年
卒
。

繆
襲字

熙
伯
、
東
海
蘭
陵
人
。
有
才
學
、
多
處
敍
述
。
歷
事
魏
四

世
、
官
至
侍
中
尙
書
光
錄
勳
。
正
始
六
年
卒
。

晉
應
貞字

吉
甫
、
魏
侍
中
璩
之
子
、
擧
高
第
。
武
帝
踐
祚
、
遷
給
事

中
。
初
置
太
子
中
庶
子
、
以
貞
爲
之
、
後
爲
散
騎
常
侍
。

阮
籍字

嗣
宗
、
陳
留
尉
氏
人
。
可
空
記
室
瑀
之
子
。
容
貌
瑰
傑
、

志
氣
宏
放
。
初
辟
大
尉
掾
、
進
散
騎
常
侍
。
大
將
軍
司
馬
昭
、

爲
其
子
炎
求
婚
、
籍
乃
醉
六
十
日
、
不
得
言
而
止
。
後
引
爲

從
事
中
郞
。
籍
聞
步
兵
厨
多
美
酒
、
遂
求
爲
步
兵
校
尉
、
縱

酒
昏
酣
、
遺
落
世
事
。
又
對
人
能
爲
靑
白
眼
、
由
是
禮
法
之

士
、
深
加
讐
疾
、
大
將
軍
常
保
持
之
。

陸
機字

士
衡
、
吳
郡
人
、
丞
相
遜
之
孫
、
大
司
馬
抗
之
子
。
少
有

奇
才
、
襲
領
父
兵
、
爲
牙
門
將
軍
。
二
十
而
吳
滅
、
退
居
舊

里
、
與
弟
雲
勤
學
。
積
十
一
年
、
譽
流
京
華
、
聲
溢
四
表
、

被
徵
爲
太
子
洗
馬
。
與
雲
倶
入
洛
、
趙
王
倫
輔
政
、
引
爲
參

軍
。
後
爲
成
都
王
頴
將
軍
大
都
督
、
因
戰
敗
績
、
爲
頴
所
害
。

陸
雲字

士
龍
、
少
與
兄
機
齊
名
、
號
曰
二
陸
。
吳
平
入
洛
、
刺
史

周
浚
召
爲
從
事
公
府
掾
。
後
拜
吳
王
晏
郞
中
令
、
出
宰
浚
儀
、

有
惠
政
、
屢
以
正
言
忤
旨
。
機
敗
竝
爲
頴
所
害
。

潘
岳字

安
仁
、
榮
陽
中
牟
人
。
美
姿
儀
少
、
以
才
頴
發
名
。
善
屬

文
、
淸
綺
絕
世
。
擧
秀
才
爲
郞
、
遷
河
陽
懷
仁
二
縣
令
、
累

遷
給
事
黃
門
侍
郞
。
素
與
孫
秀
有
隙
、
及
趙
王
倫
輔
政
、
秀

遂
誣
岳
與
石
崇
爲
亂
、
誅
之
。

束
晳字

廣
微
、
陽
平
元
城
人
、
漢
疎
廣
之
後
。
博
學
多
聞
、
性
沈

退
、
不
慕
榮
利
。
爲
王
戎
張
華
輩
所
辟
用
、
轉
著
作
郞
博
士
、

遷
尙
書
郞
。
趙
王
倫
爲
相
、
請
爲
記
室
、
晳
辭
疾
罷
歸
。

張
載
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字
孟
陽
、
武
邑
安
平
人
。
博
學
有
文
章
、
起
家
著
作
郞
。
累

遷
弘
農
太
守
、
長
沙
王
又
請
爲
記
室
復
領
著
作
。
遂
稱
疾
抽

簪
、
歸
卒
。

張
協字

景
陽
、
與
兄
載
齊
名
。
辟
公
府
掾
、
轉
祕
書
郞
、
累
遷
中

書
侍
郞
、
轉
河
閒
内
史
。
時
天
下
已
亂
、
遂
屏
居
草
澤
。
以

屬
誅
自
娛
、
終
於
家
。

左
思字

太
冲
、
齊
國
臨
淄
人
。
少
博
覽
文
史
、
欲
作
三
都
賦
、
乃

諸
著
作
郞
張
載
、
訪
岷
邛
之
事
。
遂
搆
思
十
稔
、
門
庭
藩
溷
、

皆
著
紙
筆
、
遇
得
一
句
、
卽
疏
之
。
徵
爲
祕
書
郞
、
齊
王
冏

命
爲
記
室
、
辭
疾
不
就
、
以
疾
終
。

嵇
康字

叔
夜
、
譙
郡
銍
人
。
好
言
老
莊
而
尙
奇
任
侠
。
寓
居
山
陽
、

家
貧
、
鍛
以
自
給
。
與
魏
宗
室
婚
、
拜
中
散
大
夫
。
山
濤
爲

吏
部
、
擧
康
自
代
。
康
答
書
、
言
不
堪
流
俗
、
非
薄
湯
武
、

大
將
軍
司
馬
昭
聞
之
而
怒
。
景
元
三
年
、
以
鍾
會
讃
而
殺
之
。

張
華字

茂
先
、
范
陽
人
。
博
物
洽
聞
。
晉
武
受
禪
、
以
爲
黃
門
侍

郞
。
贊
伐
吳
有
功
、
封
廣
武
侯
。
遷
尙
書
、
進
爲
侍
中
。
中

書
監
、
盡
忠
臣
輔
、
拜
司
空
。
與
趙
王
倫
孫
秀
有
隙
、
竟
爲

其
所
害
。

孫
楚字

子
荊
、
太
原
中
都
人
。
少
負
才
氣
、
多
凌
傲
。
初
爲
石
苞

驃
騎
參
軍
、
初
至
、
長
揖
曰
、
天
子
命
我
參
卿
軍
事
、
因
此

搆
隙
、
湮
廢
積
年
。
後
扶
風
王
駿
起
爲
征
西
將
軍
、
遷
衞
軍

司
馬
。
惠
帝
初
、
拜
馮
翊
太
守
。
卒
。

王
瓉字

正
長
、
義
陽
人
。
博
學
有
俊
才
。
辟
司
空
掾
、
歷
散
騎
侍

郞
、
卒
。

張
翰字

季
鷹
、
吳
郡
人
。
文
藻
新
麗
、
任
縱
不
拘
。
時
人
號
爲
江

東
步
兵
。
齊
王
冏
辟
爲
江
東
曹
掾
、
睹
天
下
將
亂
、
因
秋
風

起
、
思
蒪
羹
菰
菜
鱸
魚
膾
、
東
歸
。
卒
于
家
。

潘
尼字

正
叔
、
少
與
從
父
岳
倶
以
文
章
知
名
。
初
應
州
辟
、
後
以

父
老
歸
養
。
及
父
終
、
出
仕
爲
太
常
博
士
、
累
遷
尙
書
郞
。

齊
王
冏
起
義
兵
、
引
爲
參
軍
事
、
位
至
太
常
。

石
崇字

季
倫
、
渤
海
南
皮
人
。
早
有
智
慧
、
二
十
餘
爲
陽
城
太
守
。

伐
吳
有
功
、
封
安
陽
卿
侯
。
致
富
不
貲
、
開
園
金
谷
澗
上
。

後
拜
太
僕
衞
尉
、
有
愛
伎
綠
珠
。
孫
秀
使
人
求
之
不
得
、
遂

勸
趙
王
倫
收
崇
、
族
其
家
、
綠
珠
墜
樓
死
。

曹
嘉字

顏
遠
、
魏
楚
王
彪
世
子
。
封
常
山
眞
定
王
。
入
晉
、
封
高

邑
公
。
元
康
中
、
爲
國
子
博
士
、
後
爲
東
莞
太
守
。
卒
。

何
劭字

敬
祖
、
陳
國
陽
夏
人
。
司
空
曾
之
子
。
博
學
善
屬
文
。
武

帝
踐
祚
、
以
爲
散
騎
常
侍
。
永
康
初
遷
司
空
。
趙
王
倫
簒
位
、

以
爲
太
宰
。
永
寧
元
年
薨
、
襲
封
朗
陵
郡
公
。
諡
曰
康
。
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劉
琨字

越
石
、
中
山
靖
王
之
後
、
少
以
雄
豪
著
名
。
永
嘉
初
、
爲

并
州
刺
史
。
尋
加
大
將
軍
。
都
督
并
州
四
年
、
其
長
史
以
并

州
叛
降
石
勒
、
琨
遂
奔
薊
、
段
匹
磾
因
與
結
婚
。
約
共
戴
晉

室
。
元
帝
渡
江
、
復
加
大
尉
、
封
廣
武
侯
。
後
其
子
羣
與
磾

有
隙
、
遂
被
害
。
諡
曰
愍
。

盧
諶字

子
諒
、
范
陽
人
。
好
老
莊
、
善
屬
文
。
尙
武
帝
女
榮
陽
公

主
、
後
爲
劉
琨
主
簿
、
轉
從
事
中
郞
。
琨
爲
段
匹
磾
所
害
、

諶
投
段
末
波
。
後
爲
石
季
龍
所
得
。
官
至
中
書
監
屬
。
冉
閔

誅
石
氏
、
因
遇
害
。

郭
璞字

景
純
、
河
東
聞
喜
人
。
文
章
冠
絕
、
尤
妙
於
陰
陽
散
歷
卜

筮
之
術
。
王
導
引
爲
參
軍
、
尋
遷
尙
書
郞
。
以
母
憂
去
、
王

敦
起
爲
記
室
參
軍
。
敦
既
謀
逆
、
使
筮
。
璞
曰
、
無
成
。
壽

且
不
久
、
敦
大
怒
、
卽
收
斬
之
。
及
敦
平
、
追
贈
弘
農
太
守
。

郭
泰
機

河
南
人
。
爵
里
無
所
考
據
。

歐
陽
建

字
堅
石
、
渤
海
人
。
石
崇
甥
。
爲
馮
翊
太
守
。
趙
王
倫
之
爲

征
西
、
撓
亂
關
中
。
建
每
匡
正
不
從
、
私
欲
迎
楚
王
偉
立
之
、

由
是
有
隙
。
崇
勸
淮
南
王
誅
倫
、
未
行
、
事
覺
、
倫
收
崇
建

及
母
妻
、
無
少
長
皆
被
害
焉
。

棗
據字

道
彥
、
潁
川
長
社
人
。
美
容
貌
、
善
文
辭
。
弱
冠
辟
大
將

軍
府
、
遷
尙
書
郞
。
賈
充
伐
吳
、
請
爲
從
事
中
部
軍
。
累
遷

中
庶
子
、
卒
。

傅
玄字

休
奕
、
北
地
泥
陽
人
。
博
學
善
屬
文
、
擧
秀
才
稍
遷
至
司

隸
校
尉
。
免
官
卒
于
家
。
追
封
淸
泉
侯
。
諡
曰
剛
。

傅
咸字

長
虞
、
玄
之
子
。
剛
簡
有
大
節
、
風
格
峻
整
、
識
性
明
悟
。

好
屬
文
論
、
雖
綺
麗
不
足
、
而
言
成
規
鑑
。
潁
川
庾
純
嘗
歎

曰
、
長
虞
之
文
、
近
乎
詩
人
之
作
矣
。
襲
父
爵
、
拜
太
子
洗

馬
、
至
司
隸
校
尉
。

殷
仲
文

字
仲
文
、
陳
郡
人
。
少
有
才
藻
、
從
兄
仲
堪
荐
用
於
會
稽
王

道
子
。
後
從
桓
玄
、
及
玄
誅
仲
文
爲
劉
裕
所
殺
。
初
仲
文
引

鏡
自
照
、
不
見
其
面
、
數
日
而
禍
及
。

王
康
琚

古
今
詩
英
華
題
曰
、
晉
王
康
琚
、
而
不
述
何
爵
里
才
行
也
。

陶
淵
明

字
元
亮
、
入
宋
名
潛
、
潯
陽
紫
桑
人
。
侃
之
曾
孫
。
少
有
高

趣
、
親
老
家
貧
。
起
爲
州
祭
酒
、
稍
遷
鎭
軍
建
威
參
軍
。
未

幾
、
求
爲
彭
澤
令
。
在
縣
八
十
餘
日
、
不
肯
束
帶
見
督
郵
、

遂
解
綬
去
。
曁
入
宋
、
終
身
不
仕
。
顏
延
年
誅
之
。
諡
曰
靖

節
處
士
。

宋
謝
靈
運

陳
郡
人
、
移
籍
會
稽
。
晉
孝
武
時
、
襲
封
康
樂
公
。
及
宋
受
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禪
、
降
爵
爲
侯
。
起
爲
散
騎
常
侍
、
轉
太
子
左
衞
率
。
武
帝

崩
、
出
爲
永
嘉
太
守
、
在
郡
辭
歸
始
寧
。
文
帝
登
祚
、
徵
爲

祕
書
監
。
遷
侍
中
、
未
幾
稱
疾
歸
會
稽
。
太
守
孟
覬
表
其
有

異
志
。
帝
惜
其
才
、
授
臨
川
内
史
、
復
爲
有
司
所
糺
。
徙
廣

州
、
尋
以
事
就
廣
州
棄
市
。

顏
延
之

字
延
年
、
琅
琊
人
。
性
疎
淡
、
不
護
細
行
、
而
文
章
冠
絕
當

時
。
初
爲
宋
公
豫
章
世
子
參
軍
、
及
公
卽
帝
位
、
補
太
子
舍

人
。
與
盧
陵
王
甚
厚
、
執
政
以
其
構
扇
異
同
。
因
帝
崩
、
出

爲
始
安
太
守
。
文
帝
元
嘉
三
年
、
徵
爲
中
書
侍
郞
、
未
幾
、

復
出
守
永
嘉
。
孝
武
登
阼
、
以
爲
金
紫
光
祿
大
夫
。
卒
。
諡

曰
憲
。

謝
瞻字

宣
遠
。
六
歲
能
屬
文
。
與
從
叔
琨
、
族
弟
靈
運
、
倶
有
盛

名
。
晉
義
熙
中
、
爲
安
城
太
守
。
宋
初
、
除
中
書
侍
郞
。
以

弟
晦
當
朝
、
乃
出
守
豫
章
。
尋
卒
。

謝
混字

叔
源
。
少
有
美
譽
、
善
屬
文
。
爲
尙
書
左
僕
射
、
以
黨
劉

毅
被
誅
。

袁
淑字

陽
源
、
陳
郡
陽
夏
人
。
好
屬
文
。
元
嘉
中
、
彭
城
王
起
爲

祭
酒
、
累
遷
御
史
中
丞
、
再
遷
太
子
左
衞
率
。
元
兇
將
行
弑

逆
、
淑
力
諫
見
害
。
孝
武
立
追
諡
忠
獻
。

王
徽字

景
玄
。
少
好
學
、
無
不
通
覽
。
年
十
六
擧
秀
才
。
除
南
平

王
鑅
右
軍
咨
議
、
徽
素
無
宦
情
竝
陳
疾
不
就
。
江
湛
擧
爲
吏

部
郞
中
。

王
僧
達

琅
琊
人
。
初
爲
始
興
王
參
軍
。
孝
武
卽
位
、
以
爲
尙
書
右
僕

射
。
尋
出
補
、
僧
達
自
負
才
地
、
謂
當
時
莫
及
。
稍
遷
至
太

常
、
意
倶
不
悅
、
上
表
解
職
。
後
以
歸
順
功
、
封
寧
陵
侯
、

遷
中
書
令
。
以
屢
犯
上
顏
、
于
獄
中
賜
死
。

謝
惠
連

陳
郡
人
。
十
歲
能
屬
文
、
族
兄
靈
運
深
嘉
賞
之
。
元
嘉
元
年
、

爲
彭
城
王
法
曹
參
軍
、
年
三
十
七
卒
。

鮑
照字

明
遠
、
東
海
人
。
文
詞
瞻
逸
、
尤
長
干
樂
府
。
世
祖
時
、

照
爲
中
書
舍
人
。
上
方
以
文
章
自
高
、
頗
多
忌
。
由
是
賦
述

不
敢
盡
其
才
。
後
臨
海
王
子
頊
鎭
荊
州
、
照
爲
前
軍
書
記
。

時
江
外
諸
王
皆
拒
命
、
子
頊
敗
、
遂
遇
害
。

范
曄字

蔚
宗
、
順
陽
人
也
。
少
好
學
。
仕
文
帝
時
、
爲
太
子
詹
事
。

大
見
信
任
、
後
坐
謀
反
誅
。

劉
鑠字

休
玄
、
爲
南
平
穆
王
。
文
帝
第
四
子
。
未
弱
冠
擬
古
三
十

餘
首
、
時
人
以
爲
亞
迹
陸
機
。
元
兇
弑
立
、
以
爲
中
軍
將
軍
。

及
孝
武
入
討
、
歸
義
最
晚
。
常
懷
憂
懼
、
然
負
才
狡
競
。
屢

輕
孝
武
、
因
毒
殺
之
。

齊
謝
朓
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字
玄
暉
、
陳
郡
人
。
少
有
美
名
、
文
章
淸
麗
。
解
褐
豫
章
王

行
參
軍
、
稍
遷
至
尙
書
吏
部
郞
、
兼
知
衞
尉
事
。
永
元
初
、

江
祐
謀
立
始
安
王
遙
光
、
引
以
爲
黨
、
不
從
、
因
收
下
獄
。

陸
厥字

韓
卿
、
吳
郡
人
。
少
有
風
槪
。
好
屬
文
、
擧
秀
才
少
傅
主

簿
、
遷
行
參
軍
。
永
元
元
年
、
始
安
王
反
、
厥
父
閑
被
誅
、

感
慟
而
卒
。

梁
江
淹字

文
通
、
濟
陽
考
城
人
。
少
而
沈
敏
、
六
歲
能
詩
。
及
長
、

愛
奇
尙
異
。
目
以
孤
賤
、
勵
志
强
學
。
泊
于
强
仕
、
漸
得
聲

譽
。
嘗
夢
郭
璞
謂
之
曰
、
君
借
我
五
色
筆
、
今
可
見
還
。
淹

卽
探
懷
、
以
筆
付
璞
。
自
此
以
後
、
才
思
稍
減
。
卒
。
贈
醴

泉
侯
。
諡
曰
憲
。

范
雲字

彥
龍
、
南
鄕
舞
陰
人
。
初
事
齊
爲
竟
陵
王
子
良
文
學
、
少

與
梁
武
帝
友
善
。
及
武
帝
平
建
業
、
以
雲
爲
黃
門
郞
。
後
遷

散
騎
常
侍
吏
部
尙
書
。
卒
。
諡
曰
文
。

丘
遲字

希
範
、
烏
程
人
。
在
齊
、
以
秀
才
遷
殿
中
郞
。
梁
武
踐
祚
、

拜
中
書
郞
。
後
遷
司
空
從
事
中
郞
。
卒
。

任
昉字

彥
升
、
樂
安
人
。
雅
善
屬
文
、
尤
長
載
筆
。
沈
約
一
代
詞

宗
、
深
所
推
挹
。
初
仕
齊
、
及
武
帝
踐
祚
、
拜
黃
門
侍
郞
、

掌
著
作
。
後
出
爲
新
安
太
守
、
爲
政
淸
省
、
吏
民
便
之
。
卒
。

沈
約字

休
文
、
吳
興
武
康
人
。
宋
泰
始
中
、
爲
安
西
記
室
參
軍
、

復
仕
齊
。
及
梁
武
受
禪
、
以
佐
命
功
。
歷
尙
書
令
侍
中
、
封

建
昌
侯
、
加
特
進
。
諡
曰
隱
。

徐
悱字

敬
業
。
聰
敏
能
屬
文
。
位
太
子
舍
人
、
累
遷
洗
馬
。
後
遷

晉
安
内
史
。
卒
。

虞
羲字

子
陽
、
會
稽
人
。
七
歲
能
屬
文
。
齊
始
安
、
引
爲
爲
侍
郞
。

尋
兼
安
征
虜
府
主
簿
功
曹
。
又
兼
記
室
參
軍
。
天
監
中
、
卒
。

詩
人
世
次
爵
里

〈
付
記
〉
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（B）

「
『
文
選
』
の
規
範
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：1

9
H
0

1
2
37

）
、
お
よ
び
基
盤
研
究

「
中
国
通
俗
小
説
の
批
評
に
関
す
る
研
究
」

（C）

（
研
究
課
題
番
号
：2

0K
0
0
37
0

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


